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 現在、婦人科では、「多嚢胞性卵巣症候群を合併した若年子宮体癌患者」に

関する研究を行っています。今後の治療に役立てることを目的に、この研究

では若年子宮体癌の患者さんの診療情報などを利用させて頂きます。診療情

報などがこの研究で何のために、どのように使われているのかについて詳し

く知りたい方は、下記の窓口にご連絡ください。 

 

１．研究課題名 「多嚢胞性卵巣症候群を合併した若年子宮体癌患者の調査

研究」 

  

２．研究の意義・目的 「多嚢胞性卵巣症候群が子宮体癌の予後に影響を与

えているかを調べる」 

 

３．研究の方法  2009年 1月から 2014年 12月までに治療を開始された若

年子宮体癌患者さんの診療録に記載されている既往歴、家族歴、血液検査値、

画像所見などから患者背景と治療予後の関連を調べる。 

研究実施期間：2021年 3月まで 

研究に用いる情報：カルテ番号、病歴、病理診断、治療方法、再発部位 等 

 

４．情報の公表 

本研究で得られた結果は学会または論文として公表されることがあります。 

 

５．お問合せ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下

さい。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支

障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますので

お申出下さい。また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者

さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象

としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さん



 

に不利益が生じることはありません。 

 

文部科学省、厚生労働省が定める「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に基づ

いて掲示を行っています。 

 

研究実施機関  ：千葉大学医学部附属病院婦人科 

本件のお問合せ先：医学部附属病院婦人科 

         医師 植原 貴史 

研究責任者   ：千葉大学大学院医学研究院 生殖医学 

教授 生水 真紀夫 
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